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物性研究 57-5(1992-2)

1992年度 ｢物性研究｣会費納入について

編集部より

1992年度の ｢物性研究｣の発行は下記の通りです｡

Vol.58 No.1-6 (1992年4月号～1992年9月号)

Vol.59 No.1-6 (1992年10月号～1993年3月号)

個人会員は前納制となっておりますので､1992年度購読希望者は､本号にとじ

込みの郵便振替用紙で､年額 9,600円をお振込下さい｡発送の準備がありますので､

振込は1992年 3月末までにお願いします｡

すでにお知らせしましたように､大変心苦しいのですが､1992年度より､値上げ

となりましたので､ご了承下さいますようお願いいたしますC

中止は巷の切れめしかできませんので､1991年度 (Vbl.57Ⅳ0.6まで)で中止

を希望の方は､至急､ご連絡下さい｡本人から中止の連絡のない場合は､引き続き送

本されますのでご注意ください｡

1991年度以前の購読料が未納の方は､早急にお振込くださいますようお

願いします｡

〒606 京都市左京区北白川追分町

京都大学 湯州記念館内

物 性 研 究 刊 行 会

TEL･(075)753-7051,722-3540

郵便振替口座 京都 1-5312

-707-



編 集 後 記

私事で恐縮であるが先日のこと､妻が小学生の娘に向かって言うには ｢あんたたち大変よ､グラ

ムやキログラムが使えなくなるんよ｡｣どうやら計量法改正のことを紹介した朝日新聞の ｢天声人

語｣が元らしいが､横から聞き魯めて質量と重量の違いを得々と説明し､｢ダイ工､ソトの目的は重

量を減らすことか､質量を減らすことか｣ということで､これはなんとか理解いただいた｡しかし

母子の会話に水を差されてご機嫌斜めの彼女 ｢でも､1000キログラムじゃないみたいだけど何か別

のトンを使うようになるとか､数字まで書かれていたわよ｡｣ときた｡これは一体何のことか皆目

見当がつかないまま､うやむやに終っていた｡同様の混乱があちこちの読者の間で起こったようで､

数日.たって ｢天声人語｣で再び話題になった｡質量と重量の違いについて天声人言好 による正確な

弁明が行なわれていたのはもちろんである｡さて､読み進むうちに思わず吹き出してしまったのは

｢小錦は2567ニュートン｣のくだりである｡なるほど彼女に恥の上塗りをさせた犯人はこの小錦関､

2567Nと書かずカタカナ書きしたりするから､新円ならぬ ｢新トン｣となるわけか｡原語で書けば

2567newtonだから､いよいよややこしい｡ ｢そもそも物理量の単位に偉い人の個人名を使ったりす

るから物理ざらいが増えるんだ｡｣と言いたいところであるが､アンペアやワットならばどうだ､

｢おやじの頭 100ワット｣なんて小学生の頃から歌っていた､それに､由来を知らない者にとって

エルグやダインとどう遇う?ということにもなる｡そもそも小生､学生時代に rエルゴ-ド定理=

エルゴ-ドの定理｣と思い込んでしまい､かなりたってから赤恥をかいた覚えがあるではないか｡

どうやら固有名詞が物理嫌いの元凶であると断定するのは､居並ぶ偉人方々に対して失礼のようだ｡

まあ､考えてみればニュートンも捨てたものでもない｡100g重≒0.98Nだから､我が家の買物な

ら｢そこの特売の牛を3ニュートンばかり計って｣と言えばいいわけで､頭の切り替えは易い｡い

っそのこと中国流で ｢3年噸｣と書くことにすれば､これはもうぴったりだ｡ (これはダジヤレの

行き過ぎ､本当のところは該当する日本漢字で書くなら口惜しいかなNewton先生は ｢牛頓｣｡つい

でにエルゴ-ド定理の方は ｢各態歴経定理｣で､私のような過ちを冒す余地はない｡)(H.T.)

物 性 研 究 第57巻第5号 (平成 4年 2月号) 1992年2月20日発行
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会員規定

個人会員

Ⅰ.会費 :当会の会費は前納制をとっています｡したがって､ 3月末ま

- でになるべ く1年間分会費を御支払い下 さい.

て､100円お支払い下さい｡

1年間の会費

lstvolume (4月号～9月号) 4,200円

2ndvolume(10月号-3月号) 4,200円 一

計 8,400円

(1年分まとめてお支払し.Iが困難の向きはlvolume 分ずつでも

結構です)

2. 支払いの際の注意 :香るペーく振替用紙 を御利用の上御納入下さい.

(振替貯金F]

なお通信欄に

1-5312) (現金書留は御遠1意下 さい)

金内容 を必ず､明記して下 さい｡

の場合 :発行日より6ケ月以内に当会までご連絡下さい｡

石汗究刊行会一

〒606京都市左京区北白川追分町 京都大学湯川記念館内

-℡ (075)753- 51 722-3540

円
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